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【失語症とは？】　
脳出血や脳梗塞の後遺症で、聞く・話す・読む・書く・計算するといった言語に関わることが不自由となる状態です。
例えるなら、知らない言語を使う国に突然連れて行かれたような状況です。相手に自分の考えや気持ちを伝える言葉がわか
らず、相手の言うことも理解できません。周りに人がいるのにひとりぼっちで不安な状態です。外見からは困っていることが
わからないので、まわりの人が救いの手を差し伸べることが難しくなります。しかし、ちょっとのお手伝いがあればできることは
たくさんあります。　一人一人が失語症のことを理解することで、コミュニケーションの一歩が踏み出せます。                                                         
　

・外出の練習をする　　　→　外出するために必要なことを身につけよう。
・失語症を知ってもらう　→　暮らし易い社会を作ろう。
・みんなで楽しむ　　　　→　失語症の仲間を応援しよう。

3月8日（火）
2016年

テラスモール湘南
11 時-15時

お茶お食事 買物

1, お昼を食べる

2, 大切な人への
　 　　　プレゼントを買う

自分で注文・自分で支払い

要申込

品川失語症友の会会員、藤沢在住の失語症の方々

協力：　　
主参加者：　

湘南失語症者を支援する会
横浜失語症者のコミュニケーションを支援する会
一般社団法人  結ライフコミュニケーション研究所
　　　　  

連絡先：　  yui@shitsugo.net

＊
＊

＊言語聴覚士による任意団体です

ボランティアの方へ ： ボランティアの役割は、失語症の方がご家族（介護者）から離れても楽しく行動
　　　　　　　　　できるように見守ることです。  事前登録をお願いします。

失語症の方がおでかけするための企画です  




